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［はじめに］ 

本資料は、三重県救急医療情報システム「医療ネットみえ」及び「医療ネットみえ（スマート

フォン版）」をご利用になるための操作方法を説明したものです。 

 

 

 

本資料に掲載されている画像イメージは、一部実際の画面と異なる場合があります。 

 

本資料で説明されている内容が、一部利用できない機関等があります。 

 

本資料の中の説明で、 

 は、留意事項を意味します。 

 

 は、操作を行うにあたっての便利機能を意味します。 

 

 は、画面内の項目・マーク等の説明事項を意味します。 

 

      

網掛け文字 は、クリックするボタンを意味します。 例→ 
 

色つき下線 は、リンク先を意味します。       例→ 
 

＜全角山カッコ＞ は、場合による手順の違いを意味します。 例↓ 

           

（→へ） は、次に進む手順を示します。該当番号に進んでください。 例↓ 

                      

       

                        

 

 

  

 

 

 

             医療ネットみえＵＲＬ ： https://www.qq.pref.mie.lg.jp/ 



 

 

［システムご利用にあたっての注意］ 

 

ブラウザの「戻る」ボタン及び「進む」ボタンを利用せず、画面上部のナビゲーションリンク

をご利用下さい。 

ブラウザの「戻る」ボタン等を利用した場合、正常に画面が表示されない場合があります。「戻

る」ボタン等によりページが表示されなくなった場合はブラウザの「更新」をクリックする

か、再度最初から処理を行ってください。 

 

このようなナビゲーションリンクが画面上部にあります。 

                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

［関係者メニュー画面イメージ］ 

 

 

Ⅰ 

Ⅱ Ⅲ Ⅳ 

Ⅴ 

Ⅵ 



 

 

［ 目 次 ］ 

Ⅰ－1. [共通機能について] ......................................................................................................................... 1 

Ⅰ－2. [ログイン・ログアウト] .................................................................................................................. 3 

Ⅰ－3. [関係者メニュー] ............................................................................................................................. 7 

Ⅰ－4. [お知らせ] ....................................................................................................................................... 8 

Ⅰ－5. [システム利用状況] ....................................................................................................................... 10 

Ⅱ－1－1. [応需情報入力（手動応需）] ................................................................................................... 12 

Ⅱ－1－2. [応需情報入力（タイマー応需）] ........................................................................................... 18 

Ⅱ－1－3. [応需情報入力（自動応需）] ................................................................................................... 23 

Ⅱ－2. [応需予約入力] .............................................................................................................................. 29 

Ⅱ－3. [応需情報モニター] ....................................................................................................................... 34 

Ⅱ－4. [医療状況履歴照会] ....................................................................................................................... 36 

Ⅱ－5. [医療状況照会] .............................................................................................................................. 39 

Ⅱ－6. [コールセンター案内状況モニター] ............................................................................................. 41 

Ⅱ－7. [輪番医療機関照会] ....................................................................................................................... 43 

Ⅱ－8. [休日応急診療所] ........................................................................................................................... 45 

Ⅱ－9. [病診連携登録] .............................................................................................................................. 47 

Ⅱ－10. [病診連携照会] ............................................................................................................................ 49 

Ⅱ－11. [一斉受入要請回答] ..................................................................................................................... 51 

Ⅲ－1. [搬送受入れ情報入力（医療機関入力用）] .................................................................................. 54 

Ⅲ－2. [搬送受入れ情報モニター] ............................................................................................................ 56 

Ⅳ－1. [外来診療時間更新] ....................................................................................................................... 58 

Ⅴ－1. [基礎情報管理(医療機関)] ............................................................................................................. 60 

Ⅴ－2. [パスワード変更] ........................................................................................................................... 63 

Ⅵ－1. [リンク集] ..................................................................................................................................... 65 

Ⅶ－1－1.[応需情報入力(スマートフォン)(自動応需)] ............................................................................. 66 

Ⅶ－1－2.[応需情報入力(スマートフォン)(タイマー応需)] ..................................................................... 71 

 

  



1 

 

Ⅰ－1. [共通機能について] 

●概要 

全てのシステム利用者が操作する上で、各業務共通の機能について説明します。 

操作中に該当する箇所がありましたら以下のようにご利用下さい。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、助産所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘ

リ管理機関、その他自主参加機関、市町、SV・OP権限、事務職職員権限、県・中央情報センター、メ

ンテナンス機関 

●ナビゲーションリンク 

現在操作を行っている業務までの軌跡が表示されます。  

 

 

 

 

＜トップメニューをクリックした場合＞ 

県民向けトップページに移動します。 

 

＜関係者メニューをクリックした場合＞ 

関係者メニューに移動します。 

 

 

●ページリンク 

医療機関等の検索結果画面において、該当する要素が多数ある場合に表示されます。 

 

  

 

 

＜数字をクリックした場合＞ 

該当するページに移動します。 

 

 

 

＜次へ>をクリックした場合＞ 

次のページに移動します。 

 

＜<前へをクリックした場合＞ 

 前のページに移動します。 

 

 

 

現在表示されているページは、下線の引か
れていない数字で表されています。 
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●機関詳細表示および地図表示 

各業務において機関名をクリックした場合等に表示されます。 

 

 

各機関の情報を閲覧することができます。 

医療機関名をクリックすると厚生労働省の 

医療情報ネットの医療機関詳細画面に移動しま

す。 

 

●関係者メニューへ 

各業務の処理完了画面で表示されます 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

関係者メニューへをクリックすると関係者メニ

ューに戻ります。 

 

全国医療情報ネットで該当機関の情報
が公開されていない場合、 
機関名のリンクは非活性となります。 
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Ⅰ－2. [ログイン・ログアウト] 

●概要 

全てのシステム利用者が機関コードとパスワードを入力して、関係者メニューにログインする手順、及

びログアウトする手順について説明します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、助産所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ

管理機関、その他自主参加機関、市町、SV・OP権限、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテ

ナンス機関 

●ログイン方法 

 

  

 

 

 

 

 

（１）ブラウザ(Edge等)を起動します。 

 

（２）ブラウザのアドレス欄に以下の URLまたは

「医療ネットみえ」を入力します。 

 

 

 

（３）エンターキーを押下します。 

 
このＵＲＬをブラウザの「お気に入り」、「ブッ
クマーク」等に設定しておくと、以降ＵＲＬを
入力する手間を省くことができます。 

 

このＵＲＬをブラウザの「ホームページ」等に
設定しておくと、ブラウザの起動と同時にこ
のページを表示することができます。 

 

 

 

  https://www.qq.pref.mie.lg.jp/ 
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（４）トップメニューが表示されます。 

 

（５）トップメニュー内の 関係者ログイン をクリ

ックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（６）認証画面が表示されます。 

 

（７）機関コードとパスワードを入力します。 

 

 

 

 

 

 

（８） ログイン をクリックします。 

クッキーとはコンピューターに一時的にデ

ータを保存する仕組みです。「クッキーに保存

する」にチェックを付けた状態でログインす

ると、次回以降のログイン時には機関コー

ドおよびパスワードの入力を省略できま

す。 
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右上にログアウトが表示されている画面にお

いては、すべてログアウト処理が可能です。 

 

 

（９）関係者メニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●ログアウト方法 

 

（１）任意の画面において「ログアウト」を 

クリックします。 

 

  

      

ログインする機関により、表示される画面

の内容が異なります。 
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（２）ログアウト処理完了画面が表示されると 

   ログアウトが完了します。 

 

トップメニューをクリックすると、トップ 

メニューが表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ログイン時に機関コードおよびパスワード
をクッキーに保存した場合は、ログアウト
時にクッキー情報を削除するか聞かれま
す。 
ここで  完全にログアウトする をクリックし
た場合は、機関コードおよびパスワードが
削除されますので、次回ログイン時に再入
力が必要となります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
機関コードおよびパスワードを削除せずに 
ログアウトする場合は、そのまま 
トップメニューをクリックしてください。 
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Ⅰ－3. [関係者メニュー] 

●概要 

システム利用者の機関区分に応じて利用可能となる業務が一覧で表示されます。各業務のリンクをクリ

ックすることで、該当業務のページへ遷移します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、助産所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ

管理機関、その他自主参加機関、市町、SV・OP権限、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテ

ナンス機関 

●操作方法 

 

（１）トップページについて 

 ①医療機関の応需情報の入力や表示、輪番管理

等を行う救急業務メニューが表示されます。 

 

②災害時に利用する広域災害システム（EMIS）

にアクセスするためのリンクや災害業務メニ

ューが表示されます。 

 

③関係者向けのお知らせが表示されます。 

 

④外来診療時間更新を行うメニューが表示され

ます。 

 

⑤基礎情報の管理やパスワードの変更等を行う

システム管理メニューが表示されます。 

 

⑥リンク集が表示されます。 

 

⑦操作説明書等が表示されます。 

 

  

（①） 

（②） 

（③） 

（⑦） 

（⑥） 

（⑤） 

（④） 
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Ⅰ－4. [お知らせ] 

●概要 

システム管理者（県、救急医療情報センター）からの、システムを利用する関係機関に対する周知事項

（システム定期メンテナンスや長期休暇時の応需入力についてなど）が掲示されます。特に重要マーク

が付いたお知らせは必ず確認してください。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、助産所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ

管理機関、その他自主参加機関、市町、SV・OP権限、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテ

ナンス機関 

●操作方法 

 

 

＜現在掲載されている全てのお知らせを閲覧する

場合＞ 

お知らせ画像 

  

を選択します。 

            （→①お知らせ一覧へ） 

 

＜一覧内のお知らせの詳細を閲覧する場合＞ 

タイトルをクリックします。 

            （→②お知らせ詳細へ） 

 

 

 

 

 

 

 

表示開始１週間以内の記事には NEW マークが
つきます。 

 

重要な記事には 重要 マークがつきます。 

トップページに表示されるお知らせは最
新、重要合わせて最大５件までです。 
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① お知らせ一覧 

 

 

（１）お知らせ一覧画面が表示されます。 

 

（２）タイトルをクリックするとお知らせの詳細

を参照出来ます。 

           （→②お知らせ詳細へ） 

 

 

② お知らせ詳細 

 

 

（１）お知らせの詳細が表示されます。 

 

   

 

 

 

ＵＲＬを選択するとリンク先が表示され

ます。 

 

添付ファイル名を選択すると添付ファイ

ルが表示されます。 

 

一覧へをクリックするとお知らせ一覧を

表示します。 

         （→①お知らせ一覧へ） 

表示開始１週間以内の記事には NEW マークがつ
きます。 

 

重要な記事には 重要 マークがつきます。 

表示開始１週間以内の記事には NEW マークがつ
きます。 

 

重要な記事には 重要 マークがつきます。 



10 

 

Ⅰ－5. [システム利用状況] 

●概要 

県民向け・関係者向けの各業務への本日のアクセス件数について確認できます。関係者向け業務につ

いては、入力業務、照会業務、その他業務をそれぞれ一覧で表示します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、助産所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ

管理機関、その他自主参加機関、市町、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

●操作方法 

 

（１）画面右上、システム利用状況ボタンをクリ

ックします。 
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（２）システム利用状況が表示されます。 

 

（３）各業務の当日アクセス件数が表示されま

す。 

   ・【県民向け】 

   ・【関係者向け】 

 

（４）とじるをクリックすると、ポップアップ表

示を終了し、メニュー画面を表示します。 

 

 

 

 

毎日 0 時になると、利用状況がクリア

されます。 
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Ⅱ－1－1. [応需情報入力（手動応需）] 

●概要 

その日の応需情報を入力します。入力する内容は患者への応需情報公開の有無、初期応需・二次応需

の可否、当直医の有無、救急空床の有無、特殊診療リソースの使用可否です。入力した情報は主に患

者が病院を選定する際や消防本部が搬送先選定時に閲覧します。 

 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所 

●操作方法 

 

 

（１）応需情報入力をクリックします。 

１日２回以上、応需開始時刻と終了時刻に応需更新します。 

（１） 
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（２）応需情報入力画面が表示されます。 

※「一時受入不可」となっている場合は「一時

受入不可設定中です。」が表示されます。 

 

（３）応需科目の応需（初期、二次）をクリック

で変更します。 

※ 初期：初期救急患者の受入が可能な時間帯

に○をつけます。 

※ 二次：救急車の受入が可能な時間帯に○を

つけます。 

 

 

 

 

 

 

（４）応需科目の○×で表現できないことを、備

考に入力します。 

（例）内科は 10歳以下は対応できません。 

 

（５）本日の当直医を登録します。 

※初期・二次応需入力機関のみ表示されます 

 

（６）救急空床を変更します。 

※初期・二次応需入力機関のみ表示されます 

 

（７）患者・コールセンター・消防本部への伝達

事項等を特記事項に入力します。 

 

（８）特殊診療リソース使用可否の状況を登録し

ます。 

※初期・二次応需入力機関のみ表示されます 

※初期、二次ともに×の状態で、二次を
○にすると、自動的に初期も○となりま
す。 

以下のボタンをクリックすることで一括変

更することができます。 

全○ 全× リセット 

 

※リセットを押下すると、変更前の状態に

戻すことができます。 
（３） （４） （５） （６） 

（８） （７） 

※一時受入不可中は各科目の〇 ×  

全○ 全× リセットの操作が不可に 

なります 

※一時受入不可中は各科目すべて×に

なります 

 



14 

 

 （９）「県民(WEB)公開しない」を選択すると、診

療時間外の応需情報は患者に公開されま

せん。（コールセンターと関係者のみ） 

案内はコールセンターからのみされます。 

 

 

 

 

（10）一時受入不可設定では、一時的に応需の受

入を停止する場合、停止情報を登録できま

す。 

（→①一時受入不可へ） 

 

 

 

（11）パターン登録 新規作成/編集では、頻度の

高い応需パターンがある場合、パターンを

登録しておくことで、以降の応需情報入力

をスムーズに行えます。 

（→②応需パターン登録へ） 

 

『県民(WEB)公開しない』を選択して
も、診療時間内は県民に応需情報が公
開されます。 

（９） 

（11） 

（10） 
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（12）パターン登録 反映では、登録しておいた応

需パターンを反映できます。 

 

 

 

 

 

（13）上記項目を変更/入力した場合、更新をクリ

ックして更新します。 

 

  

（12） 

（13） 
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①一時受入不可設定 

 

（１）一時受入不可設定画面が表示されます。 

 

（２）受入を停止する時間の選択肢は、30分～240

分（30分毎）です。受入を停止する科目と

時間を選択して更新をクリックすると、メ

ッセージが表示され、更新が完了します。 

 

 

※更新後は、リセットのみクリックするこ

とができます。 

  

緊急の手術で 1 時間離れる場合等に使用
できます。 

（２） 
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②応需パターン登録 

 

 

 

 

 

（１）応需パターン登録画面が表示されます。 

 

（２）登録する応需パターン名を入力します。 

 

（３）応需科目の応需（初期、二次）をクリック

で変更します。 

※「二次」は初期・二次応需入力機関のみ表

示されます 

 

（４）応需科目の○×で表現できないことを、備

考に入力します。 

（例）内科は 10歳以下は対応できません。 

 

（５）本日の当直医を登録します。 

※初期・二次応需入力機関のみ表示されます 

 

（６）救急空床を変更します。 

※初期・二次応需入力機関のみ表示されます 

 

（７）患者・コールセンター・消防本部への伝達

事項等を特記事項に入力します。 

 

（８）特殊診療リソース使用可否の状況を登録し

ます。 

※初期・二次応需入力機関のみ表示されます 

 

（９）更新をクリックすると、メッセージが表示

され、応需パターン登録が完了します。 

 

  

以下のボタンをクリックすることで一括変

更することができます。 

 

全○ 全× リセット 

 

※リセットを押下すると、変更前の状態に

戻すことができます。 

（３） （４） （５） （６） 

（２） 

（７） （８） 
（９） 
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Ⅱ－1－2. [応需情報入力（タイマー応需）] 

●概要 

その日の応需情報を入力します。入力する内容は県民への応需情報公開の有無、初期応需の可否です。

入力した情報は主に患者が病院選定する際や消防本部が搬送先選定時に閲覧します。 

 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所（タイマー応需） 

●操作方法 

 

 

（１）応需情報入力をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・初期救急患者の対応を開始する時刻に、応需を○で更新します。 
・対応を終了する時刻を設定すると、終了時刻になると自動で応需が×になります。 
・時間外対応がお願いできる場合は、終了時刻を延長してください。 
 

（１） 
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（２）応需情報入力画面が表示されます。 

※「一時受入不可」となっている場合は「一時

受入不可設定中です。」が表示されます。 

 

（３）当日の初期救急患者の受入を終了する時刻

に有効チェックを入れ、終了時刻を設定す

ると、設定時刻になると自動で応需が×に

なります。 

   休憩時間に有効チェックを入れ、休憩時間

を設定すると休憩時間中は自動で応需が

×になります。 

 

（４）応需科目の応需をクリックで変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）応需科目の○×で表現できないことを、備

考に入力します。 

（例）内科は 10歳以下は対応できません。 

（例）発熱患者の対応はできません。 

（例）PCR検査はできません。 

 

（６）患者・コールセンター・消防本部への伝達

事項等を特記事項に入力します。 

 

以下のボタンをクリックすることで一括変

更することができます。 

全○ 全× リセット 

 

※リセットを押下すると、変更前の状態に

戻すことができます。 

（４） （５） 

※一時受入不可中は各科目の〇 ×  

全○ 全× リセットの操作が不可に

なります 

※一時受入不可中は各科目すべて×に

なります 

 

（３） 

※初期応需終了時刻は休憩時刻以降の

時間を設定してください 

※午前中で診療終了する場合、休憩時間

のチェックを外してください 

 

（６） 
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 （７）「県民(WEB)公開しない」を選択すると、診

療時間外の応需情報は患者に公開されま

せん。（コールセンターと関係者のみ） 

案内はコールセンターからのみされます。 

 

 

 

 

 

（８）一時受入不可設定では、一時的に応需の受

入を停止する場合、停止情報を登録できま

す。 

（→①一時受入不可へ） 

 

 

 

（９）パターン登録 新規作成/編集では、頻度の

高い応需パターンがある場合、パターンを

登録しておくことで、以降の応需情報入力

をスムーズに行えます。 

（→②応需パターン登録へ） 

 

 

 

（10）パターン登録 反映では、登録しておいた応

需パターンを反映できます。 

 

『県民(WEB)公開しない』を選択して
も、診療時間内は患者に応需情報が公
開されます。 

（７） 

（９） 

（10） 

（８） 
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（11）上記項目を変更/入力した場合、更新をクリ

ックして更新します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①一時受入不可設定 

 

（１）一時受入不可設定画面が表示されます。 

 

（２）受入を停止する時間の選択肢は、30分～240

分（30分毎）です。受入を停止する科目と

時間を選択して更新をクリックすると、メ

ッセージが表示され、更新が完了します。 

 

※更新後は、リセットのみクリックするこ

とができます。 

  

緊急の手術で 1 時間離れる場合等に使用
できます。 

（２） 

（11） 



22 

 

②応需パターン登録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）応需パターン登録画面が表示されます。 

 

（２）登録する応需パターン名を入力します。 

 

（３）応需科目の応需をクリックで変更します。 

 

（４）応需科目の○×で表現できないことを、備

考に入力します。 

（例）内科は 10歳以下は対応できません。 

（例）発熱患者の対応はできません。 

（例）PCR検査はできません。 

 

（５）患者・コールセンター・消防本部への伝達

事項等を特記事項に入力します。 

 

（６）更新をクリックすると、メッセージが表示

され、応需パターン登録が完了します。 

 

  

（３） （４） 

（５） （６） 

（２） 

以下のボタンをクリックすることで一括変

更することができます。 

 

全○ 全× リセット 

 

※リセットを押下すると、変更前の状態に

戻すことができます。 
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Ⅱ－1－3. [応需情報入力（自動応需）] 

●概要 

その日の応需情報を入力します。入力する内容は患者への応需情報公開の有無、初期応需の可否です。

入力した情報は主に患者が病院選定する際や消防本部が搬送先選定時に閲覧します。 

 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所（自動応需） 

●操作方法 

 

 

（１）応需情報入力をクリックします。 

・あらかじめ設定した時刻になると応需が自動で○になります。 
・初期救急患者の対応が出来なくなる時刻に、応需を×で更新します。 
・患者が込み合ってきた際に、応需を×で更新すると案内が中止されます。 
・時間外対応がお願いできる場合は、診療時間終了後、応需を○で更新してください。 

（１） 
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（２）応需情報入力画面が表示されます。 

※「一時受入不可」となっている場合は「一時

受入不可設定中です。」が表示されます。 

 

（３）応需科目の応需をクリックで変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

（４）応需科目の○×で表現できないことを、備

考に入力します。 

（例）内科は 10歳以下は対応できません。 

（例）発熱患者の対応はできません。 

（例）PCR検査はできません。 

 

（５）患者・コールセンター・消防本部への伝達

事項等を特記事項に入力します。 

 

 （６）「県民(WEB)公開しない」を選択すると、診

療時間外の応需情報は患者に公開されま

せん。（コールセンターと関係者のみ） 

案内はコールセンターからのみされます。 

 

※以下のボタンをクリックすることで一括

変更することができます。 

 

全○ 全× リセット 

 

※リセットを押下すると、変更前の状態に

戻すことができます。 

『県民(WEB)公開しない』を選択して
も、診療時間内は患者に応需情報が公
開されます。 

（３） （４） 

（６） 

（５） 

※一時受入不可中は各科目の〇 ×  

全○ 全× リセットの操作が不可に

なります 

※一時受入不可中は各科目すべて×に

なります 
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（７）一時受入不可設定では、一時的に応需の受

入を停止する場合、停止情報を登録できま

す。 

（→①一時受入不可へ） 

 

 

 

（８）パターン登録 新規作成/編集では、頻度の

高い応需パターンがある場合、パターンを

登録しておくことで、以降の応需情報入力

をスムーズに行えます。 

（→②応需パターン登録へ） 

 

 

 

（９）パターン登録 反映では、登録しておいた応

需パターンを反映できます。 

 

 

 (10) 受入不可日の入力をクリックすると、受入

不可日入力画面に遷移します。 

（→③受入不可日入力へ） 

 

（８） 

（９） 

（７） 

（10） 
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（11）上記項目を変更/入力した場合、更新をクリ

ックして更新します。 

 

①一時受入不可設定 

 

（１）一時受入不可設定画面が表示されます。 

 

（２）受入を停止する時間の選択肢は、30分～240

分（30分毎）です。受入を停止する科目と

時間を選択して更新をクリックすると、メ

ッセージが表示され、更新が完了します。 

 

※更新後は、リセットのみクリックするこ

とができます。 

  

緊急の手術で 1 時間離れる場合等に使用
できます。 

（２） 

（11） 
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②応需パターン登録 

 

 

 

 

 

（１）応需パターン登録画面が表示されます。 

 

（２）登録する応需パターン名を入力します。 

 

（３）応需科目の応需をクリックで変更します。 

 

（４）応需科目の○×で表現できないことを、備

考に入力します。 

（例）内科は 10歳以下は対応できません。 

（例）発熱患者の対応はできません。 

（例）PCR検査はできません。 

 

（５）患者・コールセンター・消防本部への伝達

事項等を特記事項に入力します。 

 

（６）更新をクリックすると、メッセージが表示

され、応需パターン登録が完了します。 

  

以下のボタンをクリックすることで一括変

更することができます。 

 

全○ 全× リセット 

 

※リセットを押下すると、変更前の状態に

戻すことができます。 

（３） （４） 
（５） 

（６） 

（２） 
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③受入不可日入力 

 

 

 

診療日でも初期救急患者の受入が難しい場合 

や臨時休診とする場合は、事前に「受入不可日」 

として自動応需を停止します。 

 

（１）受入不可日にしたい日付をクリックして選

択します。設定した受入不可日には、自動応

需が作動しません。 

 

※本日の日付の文字が点滅しています 

 

※受入不可日でない日付をクリックすると選

択された状態（緑色背景）になります 

※すでに受入不可日を登録した日付をクリッ

クすると受入不可日を解除し、白色となります 

 

（２）更新をクリックすると、メッセージが表示

され、受入不可日の更新が完了します。 

（→④受入不可日更新完了へ） 

 

（３）応需情報入力へ戻るをクリックすると応需

情報入力画面へ遷移します。 

 

 

④受入不可日入力更新完了 

 

 

 

（１）続けて受入不可日を登録するをクリックす

ると(③受入不可日入力)へ遷移します。 

 

（２）応需入力へをクリックすると応需情報入力

画面へ遷移します。 

 

（３）関係者メニューへをクリックすると関係者

メニューへ遷移します。 

 

 

  

（２） 

（１） 

（３） 

（２） 

（１） 

（３） 
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Ⅱ－2. [応需予約入力] 

●概要 

医療機関が、予め受入不可日が決まっている場合などにその情報を入力します。翌々日以降の初期応需

情報（県民への公開の有無、応需の可否、備考）及び自動応需登録時間を設定します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所 

●操作方法 

 

 

 

（１）応需予約入力をクリックします。 
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（２）応需予約情報設定画面が表示されます。 

 

（３）応需予約を登録・削除をしたい年月を選択

し、表示をクリックします。 

 

（４）更に１カ月表示をクリックすると、次の月

のカレンダーを下に表示できます。 

 

（５）応需予約を削除したい日を選択して削除を

クリックすると、メッセージが表示され、

応需予約の削除が完了します。 

 

（６）応需情報の自動時間登録を登録・更新した

い場合、応需予約を登録したい日にチェッ

クを入れて登録ボタンをクリック、又は更

新したい日の時間リンク(当日以後)をク

リックすると、登録・更新画面に遷移しま

す。 

 

 ※初期応需入力機関の場合 

（→①応需予約入力更新へ） 

※初期・二次応需入力機関の場合 

（→②応需予約入力更新へ） 

 

（７）応需情報の自動登録時間を照会する場合、

応需予約を紹介したい日の時間リンク(前

日以前)をクリックすると、照会画面に遷

移します。 

 

 ※初期応需入力機関の場合 

（→③応需予約入力照会へ） 

 ※初期・二次応需入力機関の場合 

（→④応需予約入力照会へ） 

 

 

 

複数の日程にチェックを入れると、同様

の内容を一括で登録できます。 

（７） 

 

） 

（６） 

 

） 

（６） 

 

） 

（５） 

 

） 
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① 応需予約入力更新 ※初期応需入力機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）応需予約入力更新画面が表示されます。 

 

（２）自動登録する時間を入力します。 

 

（３）各応需科目の初期応需の状況を選択します。 

 

（４）『備考』では、入力する応需情報について特

記事項等を入力します。 

 

（５）『県民(WEB)に公開しない』を選択すると、応

需の状況を県民に WEB 公開せず、電話案内で

のみ紹介可能ということになります。 

 

（６）更新をクリックすると、メッセージが表示さ

れ、応需予約情報設定画面に遷移します。 

 

 

 

以下のボタンをクリックすると、一括
で応需情報を登録できます。 
 

全○ 全× リセット 

設定した自動登録時間になると応需
情報に登録内容を上書きします。 
予約登録後応需情報を登録した場
合、自動登録時間によっては登録内
容が上書きされるので注意してくだ
さい。 
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② 応需予約入力更新 ※初期・二次応需入力機関 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（１）応需予約入力更新画面が表示されます。 

 

（２）自動登録する時間を入力します。 

 

（３）『初期応需、二次応需○/×』『当直医○/×』

『救急空床○/×』では、それぞれ自動登録

したい応需状況を入力できます。 

 

（４）『備考』では、入力する応需情報について特

記事項等を入力します。 

 

（５）『県民(WEB)に公開しない』を選択すると、応

需の状況を県民に WEB 公開せず、電話案内で

のみ紹介可能ということになります。 

 

（６）更新をクリックすると、メッセージが表示さ

れ、応需予約情報設定画面に遷移します。 

 

 

 

以下のボタンをクリックすると、一括
で応需情報を登録できます。 
 

全○ 全× リセット 

設定した自動登録時間になると応需
情報に登録内容を上書きします。 
予約登録後応需情報を登録した場
合、自動登録時間によっては登録内
容が上書きされるので注意してくだ
さい。 
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③ 応需予約入力照会 ※初期応需入力機関 

 

 

 

 

（１）応需予約入力照会画面が表示されます。 

 

（２）過去に設定した応需予約内容を確認できま

す。 

④ 応需予約入力照会 ※初期・二次応需入力機関 

 

 

（１）応需予約入力照会画面が表示されます。 

 

（２）過去に設定した応需予約内容を確認できま

す。 
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Ⅱ－3. [応需情報モニター] 

●概要 

主に消防本部が搬送先選定時に各医療機関の応需状況を確認するために利用します。応需区分（初期

応需、二次応需、特殊診療リソース）に応じて、医療機関の応需状況を応需の可否に関わらず、地域

別に参照できます。表示時間を設定することで自動的に新しい応需情報を表示することができます。

また、検索画面とは別のウィンドウでモニター画面が開くため、モニター画面を開いたままでも常に

最新の情報を参照することができます。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ管理機

関、市町、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

●操作方法 

 

 

 

応需情報モニターをクリックします。 

 

 

 

 

  

（２）地域選択画面が表示されます。 

 

（３）応需区分、応需状況を確認したい地域、

表示順をチェックして、表示をクリック

します。 

 

 

 

 

 

地域をクリックすることで、地域内の全
ての市町をまとめて選択することが出
来ます。 

応需区分を複数選択している場合、応需
区分の数だけ表示ボタンをクリックし
てください。 
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※別ウィンドウが開きます 

※前画面で２つ以上の応需区分を指定した場合、ウ

ィンドウが重なって表示されます 

＜初期応需情報モニター＞ 

 

＜二次応需情報モニター＞ 

 

 

＜特殊診療リソース応需情報モニター＞ 

 

（４）選択内容に応じて、応需情報モニターが

表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
下記のようなメッセージが表示され
た場合、「ポップアップとリダイレク
トを常に許可する」を選択し、「完了」
をクリックしてください。 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

再表示間隔の時間を選択し、左の条件で表
示設定するをクリックすると、表示更新間
隔を設定することができます。 

（注意：設定しないと自動更新されませ
ん） 

 

最新情報表示をクリックすると、最新の
情報に更新されます。 

 

地域名をクリックすると、選択した地域
の応需情報へ移動します。 
 
医療機関名をクリックすると厚生労働省
の医療情報ネットの医療機関詳細画面に
移動します。 
 
マークの説明をクリックすると、説明画
面が別ウィンドウで表示されます。 
 
印刷イメージをクリックすると別ウィン
ドウで印刷のイメージを表示します。 

 
  科目名をクリックすると、その科目が 

応需可能になっている機関が色つきで表
示されます。 
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Ⅱ－4. [医療状況履歴照会] 

●概要 

過去の医療機関応需状況の入力の履歴を参照します。期間と応需区分（初期応需、二次応需、特殊診

療リソース）を指定して検索することができます。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ管理機

関、その他自主参加機関、市町、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

●操作方法 

 

 

 

（１）医療状況履歴照会をクリックします。 

 

 

（１）医療状況履歴検索画面が表示されます。 

 

（２）「検索条件」を選択し、キーワードを入力

します。 

 

（３）「初期応需/二次応需/特殊診療リソース」

から検索対象を選択します。 

 

（４）検索する期間を選択します。 

 

（５）検索をクリックすると、検索結果画面に

遷移し、条件に当てはまる医療機関を表

示します。 
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（６）検索結果画面が表示されます。 

 

（７）医療状況を参照したい医療機関の医療機

関名をクリックすることで、医療状況履

歴一覧画面に遷移し、その機関の医療情

報履歴が表示されます。 

 

 

（８）医療状況履歴一覧画面が表示されます。 

 

（９）更新日時をクリックすることで、応需履歴

詳細画面が表示されます。 
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＜初期応需履歴詳細画面＞ 

 

＜二次応需履歴詳細画面＞ 

 

＜特殊診療リソース応需履歴詳細画面＞ 

 

 

（10）応需履歴詳細画面が表示されます。 
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Ⅱ－5. [医療状況照会] 

●概要 

主に消防本部が応需状況を確認して搬送先選定をするために利用します。医療機関の応需状況（二次

応需の可否、当直医の有無、救急空床の有無、特殊診療リソースの使用可否）を、「応需可機関のみ」

などの条件を絞って参照することができます。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ管理機

関、その他自主参加機関、市町、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

●操作方法 

 

 

 

医療状況照会をクリックします。 

 

 

（１）検索条件選択画面が表示されます。 

 

（２）検索条件を設定し、検索をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域をクリックすることで、全ての地域
をチェックすることができます。 

応需科目、特診リソースはそれぞれ最大
５科目までしかチェックできません。 
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 （３）条件に該当する機関の応需情報が地域毎

に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

医療機関名をクリックすると厚生労働省
の医療情報ネットの医療機関詳細画面に
移動します。 

 

マークの説明をクリックすると、説明画面

が別ウィンドウで表示されます。 
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Ⅱ－6. [コールセンター案内状況モニター] 

●概要 

コールセンターの案内状況を表示します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

※対応している機関のみでご利用いただけます。 

●操作方法 

 

 

（１）コールセンター案内状況モニターをクリッ

クします。 
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（１）地域/科目系から検索区分を選択します。 

 

（２）検索区分で地域を選択した場合は、詳細地

域を選択します。検索区分で科目を選択し

た場合は、詳細科目を選択します。 

 

（３）案内状況を表示したい応需区分を選択しま

す。 

 

（４）時間帯切替では、案内モニタの表示を 3時

間表示/1 時間表示に切り替えることがで

きます。直近の案内件数が多くなった場合

は、1 時間表示に切り替えることで、案内

状況を表示できるスペースを広げることが

できます。 

 

（５）自動表示(10 秒/30 秒/60 秒)を設定するこ

とで、案内状況モニターに表示される情報

を選択時間ごとに自動更新できます。「自動

表示しない」を選択すると、案内状況モニ

タに表示される情報を手動で更新する必要

があります。 

 

（６）条件を設定をクリックすると、選択した条

件を案内状況モニターに反映します。 

 

（７）自動表示設定を選択している場合は、検索

条件再設定をクリックすることで、自動表

示を解除し、表示条件を変更することがで

きます。 
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Ⅱ－7. [輪番医療機関照会] 

●概要 

主に消防本部と医療機関が、輪番機関と輪番時間を確認し、搬送先を選定するために利用します。指

定した地域の情報をカレンダー表示し、日付毎に輪番の情報を参照できます。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ管理機

関、その他自主参加機関、市町、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

●操作方法 

 

 

 

輪番医療機関照会をクリックします。 

 

（１）検索地域選択画面が表示されます。 

 

（２）輪番地域を選択します。 

 

（３）検索をクリックします。 
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（５）輪番検索結果一覧画面が表示されます。 

    

（６）輪番情報が設定されている日付をクリック

すると、その日付の情報が画面下部に表示さ

れます。 

 

（７）医療機関名をクリックすると、厚生労働省の

医療情報ネットの医療機関詳細画面に移動し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

前月をクリックすると、前月の情報が表示
されます。 

 
次月をクリックすると、次月の情報が表示
されます。 

 

基礎情報管理機能で当該輪番地域の輪
番機関として登録された医療機関が表
示されます。 
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Ⅱ－8. [休日応急診療所] 

●概要 

全てのシステム利用者が、休日応急診療所の情報を参照するために利用します。所属市町・医療機関

情報・診療科目・外来受付時間・外来特記事項を参照することができます。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ管理機

関、その他自主参加機関、市町、SV・OP権限、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテナン

ス機関 

●操作方法 

 

 

 

休日応急診療所をクリックします。 
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（２）休日応急診療所の一覧が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

こちらをご覧ください。をクリックす

ると、アイコンの詳細情報を別ウィン

ドウで表示します。 

医療機関名をクリックすると、厚生労働

省の医療情報ネットの医療機関詳細画面

に移動します。 
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Ⅱ－9. [病診連携登録] 

●概要 

医療機関が診療科目毎に曜日・時間帯別の担当医の情報を登録します。登録された情報は主に消防本部

が搬送先選定のため利用します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所 

●操作方法 

 

 

 

（１）病診連携登録をクリックします。 
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（２）登録画面が表示されます。 

 

（３）診療科目、時間帯別（午前・午後・夜間）、

曜日別の医師名を入力してください。 

 

（４）入力する情報について備考がある場合は、

備考欄に記入してください。 

  

（５）更新をクリックします。 

 

 

 

 

（６）登録完了画面が表示され、病診連携登録が

完了します。 

                            

 

更新内容が前日と同じでも必ず更新して 
下さい。最新の更新時刻が表示されます。 
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Ⅱ－10. [病診連携照会] 

●概要 

主に消防本部が搬送先を選定するために利用します。医療機関を選択して、診療科目毎に曜日・時間

帯別の担当医の情報を参照します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ管理機

関、その他自主参加機関、市町、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

●操作方法 

 

 

 

病診連携照会をクリックします。 

 

 

（１）検索画面が表示されます。 

 

（２）検索するキーワードを入力します。 

 

（３）「検索条件」を選択します。 

   ・医療機関名 

   ・医療機関カナ 

   ・機関コード 

   のいずれかで検索できます。 

  

（４）検索をクリックします。 
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（５）検索結果画面が表示されます。 

 

（６）病診連携情報を参照したい医療機関の医療

機関名をクリックします。                               

 

 

（７）病診連携情報画面が表示されます。 

 

（８）登録された診療科目別に、担当医情報が表

示されます。 
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Ⅱ－11. [一斉受入要請回答] 

●概要 

消防本部または県・中央情報センターから「一斉受入要請」をされた医療機関が、自機関の状況を判断

して受入の可否についての回答を行うために利用します。要請があった場合、受入可否の情報を入力す

ることで、消防本部に現在の状況を送信します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所 

●操作方法 

 

 

 

 

（１）一斉受入要請回答をクリックします。 
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（２）要請一覧画面が表示されます。 

 

（３）回答をする要請の 入力 をクリックしま

す。 

 

 

＜受入要請がない場合＞ 

 

 

（４）受入要請の概要/状況、連絡地域、要請日時、

要請者が表示されます。 

 

（５）受入可否を選択します。 

 

 

（６）連絡事項があれば記入します。 

 

（７） 入力 をクリックします。 

 

ボタンをクリックする度に、以下の順序
で状態を表すマークが変化します。 

 
 ○  受入可  
 △  判断困難 
 ×  受入不可 
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（８）回答完了画面が表示され、一斉受入要請回

答が完了します。 
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Ⅲ－1. [搬送受入れ情報入力（医療機関入力用）] 

●概要 

支援情報として医療機関の、症状別の搬送受入可能人数を入力します。登録した情報は搬送受入れ情報

モニター、搬送受入れ情報照会で参照することができ、この情報をもとに消防本部が災害時の搬送先選

定を行います。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所（※EMIS参加機関のみ） 

●操作方法 

 

 

 

搬送受入れ情報入力（医療機関入力用）をクリック

します。 

 

 

 

 

 

（１）入力画面が表示されます。 

 

（２）症状別に、受入可能な人数を入力します。 

 

（３） 更新 をクリックします。 
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（４）更新完了画面が表示され、搬送受入れ情報入

力が完了します。 
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Ⅲ－2. [搬送受入れ情報モニター] 

●概要 

主に消防本部が地域的な災害発生時に、医療機関状況を確認して搬送先選定をするために利用しま

す。医療機関の受入可能人数等の情報を、受入可否に関わらず参照します。表示時間を設定すること

で自動的に新しい情報を表示することができ、また、検索画面とは別の画面（ウィンドウが）でモニ

ター画面が開くため、モニター画面を開いたままでも常に最新の情報を参照することができます。 

●利用者 

搬送機関、病院、診療所、保健所、市町、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

●操作方法 

 

 

 

搬送受入れ情報モニターをクリックします。 

 

 

（１）二次医療圏選択画面が表示されます。 

 

（２）表示したい二次医療圏をチェックします。 

   （複数選択可） 

 

（３） 表示 をクリックすると、別ウィンドウで

搬送受入れ情報モニターが表示されます。 
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（４）搬送受入れ情報モニターが表示されます。 

   災害拠点病院と二次医療圏に分けて表示さ

れます。 

 

 

 

 

 

（５）機関別搬送詳細情報画面が表示されます。 

   選択した機関の基本情報、支援情報が表示

されます。 

 

 
最新情報表示/設定をクリックすると、最新
の情報に更新されます。 
 
再表示間隔をプルダウンから選択し、最新情
報表示/設定をクリックすると、表示更新間
隔を設定することができます。 
（表示更新間隔を設定すると、設定した時間
毎にモニターが自動更新されます。） 
 
医療機関名をクリックすると、機関別搬送詳
細情報画面が表示されます。 
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Ⅳ－1. [外来診療時間更新] 

●概要 

医療機関が、基本の外来診療時間を特定の日のみ変更する場合に利用します。県民向け検索業務（あな

たのお近くの医療機関をさがす、市町別で医療機関をさがす）で診療時間を指定して検索する場合に、

変更した時間が優先されて検索結果が表示されます。また、休診情報を設定することも可能です。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所 

●操作方法 

 

 

（１）外来診療時間更新をクリックします。 

 

 

（２）外来診療時間更新画面が表示されます。 

(→①外来診療時間更新へ) 

 

（３）その他の休診日を変更したい場合は、その

他の休診日更新をクリックします。 

(→②その他の休診日更新へ) 
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① 外来診療時間更新  

 

（１）診療時間を変更したい日付をクリックしま

す。 

 

＜診療時間を変更する場合＞ 

・各科目の診療時間を変更したい場合は、時間帯

欄に変更内容を入力します。 

 

・更新をクリックすることで、変更した外来診療

時間を変更できます。 

 

＜診療時間を削除する場合＞ 

・削除をクリックすることで、選択した日付の 

外来診療時間の更新情報を削除することがで

きます。 

 

 

② その他の休診日更新 

 

（１）その他の休診日更新画面が表示されます。 

 

（２）その他の休診日を入力します。 

 

（３）更新をクリックすることで、変更したその

他の休診日を変更できます。 

 

 

  

全科目休診設定をクリックするこ

とで、その日付の全科目を休診に変

更することができます。 

 

基本時間帯設定をクリックするこ

とで、既に設定済みの基本時間帯に

変更できます。 

 

リセットをクリックすることで、変

更前の時間帯に戻ります。 
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Ⅴ－1. [基礎情報管理(医療機関)] 

●概要 

医療機関が自機関の情報を変更する場合に利用します。基本情報の確認、連絡先情報の更新、一斉通

報のグループの確認を行うことができます。システム情報の更新と救急対応科目の更新、一斉通報の

グループへの登録は医療機関権限では行うことができません。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所 

●操作方法 

 

 

（１）基礎情報管理（医療機関）をクリックしま

す。 

 

 （２）基本情報画面では、医療機関の基本情報が

表示されます。 

 

（３）連絡先情報を更新したい場合は、連絡先

情報をクリックします。 

(→①連絡先情報へ) 

 

 

 

（４）一斉通報情報を確認したい場合は、一斉

通報をクリックします。 

(→②一斉通報へ) 
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① 連絡先情報 

 

（１）連絡先情報画面が表示されます。 

 

（２）連絡先情報を入力します。 

   ①連絡先１  

・連絡先電話番号 

  半角数字とハイフン（-）で入力して

ください。 

    ・連絡先 FAX番号 

      半角数字とハイフン（-）で入力して

ください。 

    ・連絡先メールアドレス 

      半角英数字と記号の組み合わせで入

力してください。 

 

   ②連絡先２（チェックボックスにチェック

を入れることで入力ができます。） 

    ・連絡先電話番号 

    ・連絡先 FAX番号 

    ・連絡先メールアドレス 

     

   ③連絡先３（チェックボックスにチェック

を入れることで入力ができます。） 

    ・連絡先電話番号 

    ・連絡先 FAX番号 

    ・連絡先メールアドレス 

 

（３）更新をクリックすると、更新完了画面が表

示されます。 
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② 一斉通報 

 

（１）一斉通報画面が表示されます。 

 

（２）現在登録されている通報連絡先、通報対象

グループを参照することができます。 
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Ⅴ－2. [パスワード変更] 

●概要 

ログイン時に使用するパスワードの変更を行うために利用します。情報セキュリティのためにも、定期

的にパスワード変更を行うことを推奨します。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ管理機関、

その他自主参加機関、市町、SV・OP権限、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテナンス機関 

●操作方法 

 

 

 

パスワード変更をクリックします。 
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（１）パスワード変更画面が表示されます。 

 

（２）「旧パスワード」に、現在のパスワードを入

力します。 

 

（３）「新パスワード」に、変更するパスワードを

入力します。 

 

（４）確認のため、「新パスワードの確認」に、（３）

で入力したパスワードを再度入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 変 更 をクリックします。 

 

（６）変更処理完了画面が表示され、パスワード

変更処理が完了します。 

 

パスワードは半角の英数字と記号 

（＃、＄、％、＆、＊、＠、￥）を用いるこ
とができます。 

 

 

新パスワードは、旧パスワードと同じもの
を用いることはできません。 

 

パスワードは８桁で入力してください。 

パスワードを入力する際は半角英文字（大

文字）、半角英文字（小文字）、半角数字、半角

記号のいずれか 3 種類以上を組み合わせてくだ

さい。 
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Ⅵ－1. [リンク集] 

●概要 

全てのシステム利用者が、他のウェブサイトへ遷移する場合に利用します。県内医師会、県内歯科医

師会、その他医療情報に関連するサイトへのリンク先が表示されます。 

●利用者 

病院、診療所、歯科診療所、搬送機関、郡市医師会、歯科医師会支部、保健所、ドクターヘリ管理機

関、その他自主参加機関、市町、SV・OP権限、事務職職員権限、県・中央情報センター、メンテナン

ス機関 

●操作方法 

 

 

 

（１）リンク集をクリックします。 

 

 

（１）リンク一覧画面が表示されます。 

 

（２）以下のリンクが表示されます。 

・県内医師会 

・県内歯科医師会 

・その他 
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Ⅶ－1－1.[応需情報入力(スマートフォン)(自動応需)] 

●概要 

スマートフォンでログイン・応需情報の更新を行います。入力する内容は現在の応需の可否、受入不

可日の入力です。 

 

※以下の機能は PC版でのみ利用可能な機能なのでご注意ください 

・応需備考、特記事項の記入 

・「県民(WEB)公開しない」の選択 

・一時受入不可設定 

・パターン登録・反映 

 

 

 

 

 

 

 

●利用者 

初期応需入力機関である「病院、診療所、歯科診療所」（自動応需） 

●操作方法 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

（１）関係者ログイン（スマートフォン向け）を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・あらかじめ設定した時刻になると応需が自動で○になります。 
・初期救急患者の対応が出来なくなる時刻に、応需を×で更新します。 
・患者が込み合ってきた際に、応需を×で更新すると案内が中止されます。 
・時間外対応がお願いできる場合は、診療時間終了後、応需を○で更新してください。 
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（２）ログイン画面が表示されます。 

 

（３）機関コード、パスワードを入力します。 

 

※初回は機関コード・パスワード入力が必要

で「クッキーを保存する」にチェックをいれ

ると次回から入力が不要となります。 

 

（４）ログインをクリックします。 

（→①応需情報入力へ） 

 

 

 

 

① 応需情報入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）応需情報入力画面が表示されます。 

 

（２）登録したい現在の応需状況を ○/×で選択

します。 

 

 

（３）「一時受入不可」となっている場合は「一時

受入不可設定中です。」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） 

（５） 

（６） 

（３） 

（４） 

（３） （４） 

※以下のボタンをクリックすることで一括

変更することができます。 

 

全○ 全× リセット 

 

※リセットを押下すると、変更前の状態に

戻すことができます。 

※一時受入不可中は各科目の〇  ×  

全○ 全× リセットの操作が不可に

なります 

※一時受入不可中は各科目すべて×に

なります 

 

テスト機関 
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（４）最終更新日時が表示されます。 

 

（５）受入不可日の入力をクリックすると、受入

不可日入力画面へ遷移します。 

（→③受入不可日入力へ） 

 

（６）更新をクリックすると、メッセージが表示

され、応需入力の更新が完了します。 

（→②応需情報入力更新完了へ） 
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② 応需情報入力更新完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 応需情報入力画面へをクリックすると応

需情報入力画面へ遷移します。 

 

 

③ 受入不可日入力 

 診療日でも初期救急患者の受入ができない場 

合や臨時休診とする場合は、「受入不可日」とし

て自動応需を停止します。 

 

（１）受入不可日にしたい日付をクリックして選

択します。設定した受入不可日には、自動

応需が作動しません。 

 

※本日の日付の文字が点滅しています 

※受入不可日でない日付をクリックすると選

択された状態（緑色背景）になります 

※すでに受入不可日を登録した日付をクリッ

クすると受入不可日を解除し、白色となりま

す 

 

（２）更新をクリックすると、メッセージが表示

され、受入不可日の更新が完了します。 

（→④受入不可日更新完了へ） 

 

（２） 応需情報入力へ戻るをクリックすると応

需情報入力画面へ遷移します。 

 

 

 

 

（２） 

（１） 

（３） 

テスト機関 

テスト機関 
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④  受入不可日入力更新完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）応需情報入力画面へをクリックすると応需

情報入力画面へ遷移します。 

 

テスト機関 
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Ⅶ－1－2.[応需情報入力(スマートフォン)(タイマー応需)] 

●概要 

スマートフォンでログイン・応需情報の更新を行います。入力する内容は現在の応需の可否、受入不

可日の入力です。 

 

※以下の機能は PC版でのみ利用可能な機能なのでご注意ください 

・応需備考、特記事項の記入 

・「県民(WEB)公開しない」の選択 

・一時受入不可設定 

・パターン登録・反映 

 

 

 

 

 

 

●利用者 

初期応需入力機関である「病院、診療所、歯科診療所」（タイマー応需） 

●操作方法 

 （１）関係者ログイン（スマートフォン向け）を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

・初期救急患者の対応を開始する時刻に、応需を○で更新します。 
・対応を終了する時刻を設定すると、終了時刻になると自動で応需が×になります。 
・時間外対応がお願いできる場合は、終了時刻を延長してください。 
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（２）ログイン画面が表示されます。 

 

（３）機関コード、パスワードを入力します。 

 

※初回は機関コード・パスワード入力が必要

で「クッキーを保存する」にチェックをいれ

ると次回から入力が不要となります。 

 

（４）ログインをクリックします。 

（→①応需情報入力へ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） （３） 
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① 応需情報入力 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） 応需情報入力画面が表示されます。 

 

（２） 登録したい現在の応需状況を ○/×で選

択します。 

 

（３）終了時刻に有効チェックを入れ、終了時刻

を設定すると、設定時刻になると自動で応

需が×になります。 

   休憩時間に有効チェックを入れ、休憩時間

を設定すると休憩時間中は自動で応需が

×になります。 

 

（４）「一時受入不可」となっている場合は「一時

受入不可設定中です。」が表示されます。 

 

 

 

 

 

 

 

（５）最終更新日時が表示されます。 

 

（６）更新をクリックすると、メッセージが表示

され、応需入力の更新が完了します。 

（→②応需情報入力更新完了へ） 

 

（５） 

（６） （３） 

（４） 

※以下のボタンをクリックすることで一括

変更することができます。 

 

全○ 全× リセット 

 

※リセットを押下すると、変更前の状態に

戻すことができます。 

※一時受入不可中は各科目の〇  ×  

全○ 全× リセットの操作が不可に

なります 

※一時受入不可中は各科目すべて×に

なります 

 

※初期応需終了時刻は休憩時刻以降の

時間を設定してください 

※午前中で診療終了する場合、休憩時間

のチェックを外してください 

 

テスト機関 

（２） 
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② 応需情報入力更新完了 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）応需情報入力画面へをクリックすると応需

情報入力画面へ遷移します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テスト機関 


